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浄

厳

イ
ン
ド
申
期
申
観
学
派
は
清
弁

(
B
h
a
v
i
v
e
k
a
)
が

仏
護

(
B
d
d
h
a
p
a
-

l
i
t
a
)
を

批
判
し
た
の
を
契
機
と
し
て
、
周
知
の
ご
と
く
 
S
v
t
a
r
i
k
a
と

P
r
a
s
a
n
g
i
k
a
と

の
二
派
に
分
裂
し
た
。
前
者
は
清
弁
の
学
系
で
、
自
立
の
論

証
式

(
s
v
a
t
a
n
t
r
a
-
p
r
a
y
o
g
a
-
v
a
k
y
a
)
を

用
い
て
申
観
哲
学
を
閲
明
な
ら
し

め
た
。
後
者
は
仏
護

・
月
称

(
C
a
n
d
r
a
k
i
r
t
i
)
の

学
系
で
、
専
ら
帰
謬
論
法

(p
r
a
s
a
n
g
a
-
v
a
k
y
a
)
に

よ
つ
て
敵
者
の
主
張
に
過
誤
の
付
随
す
る
こ
と
を

指
摘
し
、
そ
の
主
張
の
不
成
立
を
論
証
し
た
。

(
1
)

以
下
本
稿
で
は
、
月
称
の
P
r
a
s
a
n
n
a
p
a
d
a
第

一
章
第

一
偶
の
自
生
批
判

に
対
す
る
註
釈
を
申
心
に
、
彼
の
帰
謬
論
法
を
考
察
し
た
い
。
論
の
構
成
に
従

つ
て
、
(
1
)
仏
護
の
自
生
批
判
、
(
2
)
清
弁
の
仏
護
説
批
判
、
(
3
)
月
称
の
清
弁
説
批

判
と
仏
護
説
救
釈
の
順
序
で
原
文
を
示
す
。

(
1
)
仏
護
の
自
生
批
判
説

(2
)

j
a
y
e
t
a
 
i
t
i
/
/

(
2
)
清
弁
の
仏
護
説
批
判

(
3
)

(
4
)

(
3
)
月
称
の
清
弁
説
批
判

(清
弁
の
批
判
c
に
対
す
る
答
釈
)

(
5
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
清
弁
は
帰
謬
論
法
で
自
生
を
否
定
す
れ
ば
、
他
生
と
い
う

矛
盾
概
念
が
肯
定
せ
ら
れ
、
中
観
哲
学
の
決
定
説
で
あ
る
四
不
生
と
矛
盾
す
る

と
批
判
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
月
称
は
、
中
観
論
者
に
自
己
主
張
の
命
題
は
な

い
。
帰
謬
論
法
は
た
だ
敵
者
の
主
張
を
否
定
せ
ん
が
た
め
で
あ
つ
て
、
自
己
主

張
を
間
接
的
に
肯
定
す
る
と
い
う
意
図
を
も
つ
も
の
で
な
い
、
と
い
う
。
そ
れ

故
、
自
生
の
否
定
は
決
定
説
と
矛
盾
し
な
い
と
す
る
。
ま
た
清
弁
に
よ
る
と
、

中
観
哲
学
は
三
支
作
法
を
用
い
た
定
言
酌
推
理
に
よ
つ
て
説
示
さ
れ
ね
ば
な
ち
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な
い
。
然
る
に
、
月
称
は
か
か
る
論
証
式
を
不
必
要
と
し
、
専
ら
帰
謬
論
法
を

用
い
る
。
そ
の
故
は
、
論
証
式
を
整
え
る
と
、
却
つ
て
敵
者
の
反
難
を
招
く
余

(
6
)

地
が
生
じ
、
論
駁
と
反
難
と
の
無
限
遡
及
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

清
弁
は
仏
教
論
理
学
に
精
通
し
、
帰
謬
論
法
の
限
界
を
熟
知
し
て
い
た
。
仮

言
的
な
帰
謬
論
法
は
定
言
的
推
理
の
間
接
論
証
の
場
合
に
の
み
有
効
で
あ
る
。

従
つ
て
、
そ
れ
は
単
独
で
用
い
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
論
証
は
無
意
味
な
も
の

と
な
る
。
そ
こ
で
清
弁
は
、
元
来
帰
謬
論
法
に
基
づ
く
竜
樹

(
N
a
a
j
n
a
)

の
哲
学
を
定
言
的
論
式
で
表
現
す
る
こ
と
に
努
力
し
た
。
そ
の
た
め
、
陳
那

(
D
i
g
n
a
g
a
)
以

来
の
仏
教
論
理
学
に
存
し
な
い
特
殊
条
件
を
論
式
に
付
け
加

え
る
こ
と
に
な
つ
た
。
三
は
、
す
べ
て
主
張
命
題
に
は

「勝
義
的
に
は
」
(
p
a
-

(
7
)

r
a
m
a
r
t
h
a
t
a
s
)
と

い
う
限
定
詞
を
付
加
す
る
こ
と
。
二
は
、
す
べ
て
の
主
張

命
題
は
否
定
命
題
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
否
定
は
相
対
否
定
(
p
u
d
a
s
a
-

p
r
a
s
e
d
h
a
)
で

な
く
、
絶
対
否
定

(
p
r
a
a
j
a
-
p
r
t
s
e
d
a
)
で

あ
る
こ

と
。
こ
の
絶
対
否
定
は
否
定
の
対
象
で
あ
る
事
柄
自
体
の
否
定
に
尽
き
る
も
の

で
、
矛
盾
関
係
に
あ
る
反
対
命
題
の
成
立
を
意
味
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
論
式

上
に
お
い
て
は
、
大
前
提
た
る
因
の
第
二
相
の
換
質
換
位
を
許
さ
な
い
。
従
つ

て
、
清
弁
の
論
証
式
に
は
因
の
第
三
相
が
な
い
。

 
月
称
は
敵
者
批
判
の
方
法
と
し
て
は
、
定
言
的
論
証
は
無
用
で
あ
る
と
説

く
。
申
観
論
者
の
帰
謬
論
法
は
、
敵
者
の
主
張
自
体
に
内
含
す
る
自
己
矛
盾
を

指
摘
す
る
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
自
己
主
張
の
意
図

を
も
つ
た
も
の
で
な
い
。

(
8
)

こ
れ
は
自
生
の
否
定
は
他
生
を
肯
定
す
る
と
い
う
反
難
に
応
え
た
も
の
で
、

月
称
に
と
つ
て
は
肯
定
す
べ
き
主
張
命
題
は
な
い
。
自
生
の
否
定
は
他
生
の
否

定
を
同
時
に
含
意
し
て
い
る
。

か
よ
う
に
し
て
、
同
じ
く
p
r
a
s
a
j
y
a
-
p
r
a
t
i
s
e
d
h
a
と

い
う
言
葉
を
用
い

て
も
、
清
弁
と
月
称
と
で
は
、
そ
の
否
定
の
方
法
論
上
に
大
な
る
相
違
が
認
め

ら
れ
る
。
清
弁
に
と
つ
て
、
そ
れ
は
絶
対
的
な
否
定
命
題
で
表
わ
す
自
己
主
張

を
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
の
論
理
的
必
須
要
件
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
月
称
に

と
つ
て
は

「結
び
付
け
ら
れ
る
も
の
の
排
除
否
定
」
と
い
う
言
葉
通
り
、
ま
さ

に
相
対
を
絶
す
る
絶
対
否
定
の
意
味
で
あ
る
。
一
般
的
に
い
つ
て
、
あ
る
概
念

の
否
定
は
そ
れ
に
相
対
す
る
矛
盾
概
念
の
肯
定
を
前
提
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は

そ
の
矛
盾
概
念
を
認
め
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
言
わ
れ
て
い

る
。
従
つ
て
、
矛
盾
概
念
を
同
時
に
否
定
す
る
絶
対
否
定
は
論
理
的
に
証
明
で

き
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
概
念
自
体
は
常
に
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
か

ら
。
こ
の
よ
う
に
、
清
弁
の
絶
対
否
定
は
論
理
的
で
あ
り
、
月
称
の
そ
れ
は
直

裁
的
で
あ
る
。

以
上
要
す
る
に
、
月
称
の
立
場
で
は
、
中
観
論
者
に
と
つ
て
主
張
命
題
は
存

し
な
い
か
ら
、
敵
者
の
主
張
を
批
判
す
る
方
法
も
論
式
に
よ
ら
ず
、
帰
謬
論
法

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
帰
謬
論
法
に
よ
る
否
定
は
、

相
対
を
否
定
す
る
絶
対
否
定
で
あ
る
と
明
言
す
る
。
し
か
も
、
そ
れ
に
よ
つ
て

彼
は
空
の
哲
学
は
論
理
の
場
を
超
越
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
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